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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、タンパク質間相互作用に関与することが知られているRINGジンクフィンガーモチーフを含む。このタンパク質はアンドロゲン受容体（AR）と相互作用し、前立腺においてAR標的遺伝子の発現を誘導するコアクチベーターとして機能する可能性がある。この遺伝子の優性負性変異体は、ARを介した前立腺癌の増殖を阻害することが実証されている。このタンパク質はクラスIIIユビキチン結合酵素（E2）とも相互作用し、特定の核タンパク質のユビキチン化においてユビキチンリガーゼ（E3）として機能する可能性がある。2つの異なるアイソフォームをコードする6つの選択的スプライシング転写バリアントが報告されている。 [RefSeq提供、2011年1月],注意:ファミリーの保存された特徴の1つであるRING型ドメイン2のHis残基がありません。,注意:ここで示されている配列は、Ensembl自動解析パイプラインから派生したものであり、予備データとして考慮する必要があります。,ドメイン:N末端破壊ボックス（Dボックス）は、ユビキチン-プロテアソーム経路を介した分解の認識シグナルとして機能します。,ドメイン:RING型ジンクフィンガーは、UBE2E2との相互作用に不可欠です。,機能:特定のE2ユビキチン結合酵素からユビキチンを受け取り、それを核タンパク質である可能性のある基質に転送するE3ユビキチン-タンパク質リガーゼとして機能する可能性があります。アンドロゲン依存性転写、および程度は低いがプロゲステロン依存性転写のコアクチベーターとしての役割を果たす可能性があります。,経路:タンパク質修飾;タンパク質のユビキチン化。,PTM:RING型ジンクフィンガー依存性およびUBE2E2依存性自己ユビキチン化。,類似性:RBRファミリーに属します。RNF14サブファミリー。,類似性:1つのIBR型ジンクフィンガーを含みます。,類似性:1つのRWDドメインを含みます。,類似性:2つのRING型ジンクフィンガーを含みます。,サブユニット:ユビキチン結合酵素UBE2E1およびUBE2と相互作用し、テストステロン存在下ではアンドロゲン受容体（AR）と相互作用します。,組織特異性:広く発現しています。,
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	RNF14抗体を用いたRAW264.7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

